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ターとして登場した一方で、本研究でアクターとして注目する SIC-ICWC や、BVO のよ
うな、旧ソ連時代に形成された水資源管理に関する組織がいまだ存在しており、また、地
域全体が末端の水利用者にいたるまで、ヒエラルキー型の水ガバナンスを経験している、


















availability）、災害への耐久（human vulnerability to hazards）、人間社会の需要（human 











                                                     
45 これは、本研究が研究枠組みを構築するにあたって援用している概念である「人間の
安全保障」が目指す、「欠乏からの自由」に通じていると思われる。 
46 Cook and Karen 2012, p267. 
47 Mely, Caballero-Anthony Introduction to Non-Traditional Security Studies –A 






























































                                                     
49 Kai and Jeroen 2010: 314. 





























                                                     
51 例えばフィリピンの事例として、吉永健治「内発的発展の進化とインセンティブ －
いかに市場経済に対応すべきか―」北脇栄敏・池田誠・稲生信男・高林陽展編『国際開発




















 ①2008 年および 2009 年に JIRCAS がシルダリヨ州で実施した農村家計調査、および
水利組合の実態調査の報告書 




 ③2014 年からの 2 年 1 か月のウズベキスタン留学中に現地で収集した資料。 
 ④2015年から 2016年にかけてウズベキスタンに滞在した際にシルダリヨ州の水利組合
で行った参与観察。 
 ⑤中央アジア国家間水利調整委員会（Interstate Commission for Water Coordination 
of Central Asia、以下 ICWC）の E ライブラリーから取得した内部文書52。 














































の公文書を用いた分析を第 4 章で行っている。灌漑の専門家集団である SIC-ICWC は、ウ
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く実施されるようになった。1928 年から 1930 年までの間を見ても、連邦、共和国、及び
公費以外の資金も含めると、ウズベク共和国内の灌漑事業に投じられた資金は 3 倍に増加
している117。ただし、大規模な灌漑事業の機械化が行われるのは主に第二次大戦後であり、
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分野でも同様であり、例えば 1960 年から 1969 年にかけて、高等教育を修め学術関係の職
に就いたムスリム系民族は 17000 人から 48000 人にまで増加した。これらの現地化政策
は前近代から近代的システムへの移行を目指したものであったが、その一方で、現地民族
が共和国の中で教育を受け、そのまま現地で職に従事することにより、近代的システムの
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ている。ウズベキスタン農業水資源省の下部組織である BUIS（Бассейное Управление 
Ирригационой Системы: БУИС、以下ラテン文字転写の BUIS と表記する）がそれらを
管理しているが、前者の 27969 キロメートルのうち、コンクリートなどで舗装された水路










い、農業水資源省に連絡する流量予測をもとに各 BUIS に 4 月から 9 月の半年間の取水
量の上限を決定する。 







負うとされ、国家予算で運営されている。2003 年 7 月 21 日の閣僚会議決定「水資源管理































の部門を支援することができなかった。1991 年から 2001 年にかけて、農業が政府の投

















図 4. ウズベキスタン農業水資源省の組織構造（括弧内は 2006 年時点での職員数135）。大
臣の下に複数の目的が異なる委員会が編成されており、それぞれに即した農業技術部門が
組織されている。それらと比較しても、水管理部門が大規模であることがわかる。 
                                                     
134 “The Role of Land Reclamation in the Socio-Economic Progress in Uzbekistan and 















地 下 水 か
ら 
シルダリア川より 
アンディジャン州 3213.1 864.9 2272.7 25.2 
ジザフ州 3406.1 3111.4 226.9 5.2 
ナマンガン州 3275.2 2747.0 433.6 49.5 
シルダリヨ州 4102.2 3957.4 - 23.6 
タシケント州 5982.0 822.7 4899.7 10.6 




8064.1 8064.1 - - 
ブハラ州 4388.4 4125.4 123.0 60.0 
カシュカダリヨ州 6656.4 5175.8 1226.2 97.5 
ナヴォイ州 2618.0 625.3 1795.6 37.8 
サマルカンド州 3479.0 - 3126.6 37.2 
スルハンダリア州 4389.0 1546.4 2816.0 8.3 
ホレズム州 4929.8 4929.8 - - 
合計 58617 38153 18660 481 






























キルギス 10883 9 8993 17 90 7 3 
タジク 13656 12 12044 12 88 5 4 
ウズベク 69012 59 52413 24 83 13 4 
トルクメン 22641 20 19797 13 88 11 1 
合計 116192 100 93247 20 86 11 3 
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では、ウズベキスタンで消費される水資源のうち、90.1％が灌漑農業に、3.6％が商業
に、2.9％が工業及び発電用に使用されているという（Министрство Сельского и 
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民族名 数（千人） ％ 民族名 数（千人） ％ 
全人口 29993.0 100.0 高麗人 90.0 0.3 
ウズベク 25044.4 83.5 トルクメン 59.8 0.2 
カラカルパク 749.8 2.5 ウクライナ 59.8 0.2 
タジク 1709.6 5.7 アルメニア 30.0 0.1 
ロシア 869.8 2.9 アゼルバイジャン 90.0 0.3 
カザフ 899.8 3.0 ベラルーシ 30.0 0.1 
タタール 150.0 0.5 その他 120.0 0.4 
キルギス 90.0 0.3  
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都市人口 39.5 39 38.6 38.3 38 37.8 37.6 37.4 37.2 37 36.7 36.5 36.3















び、工業生産高が 1989 年時点でのおよそ 230 億米ドルから 1993 年には 50 億ドル程度に
まで落ち込んだことなどにより、同共和国内の一人当たりの GDP がソ連時代（80 年代を













 気候は大陸性で乾燥しており、寒暖差が大きく、7 月の平均気温は 30 度、1 月は 3 度で
ある。ただし、夏の気温に関しては、実際には公式発表よりも高いという非公式な観測結
果がソーシャルメディアなどで見られたりする。年 240－250 日程度が晴れの日であり、
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 1989 年にウズベク・ソヴィエト社会主義共和国の第 1 書記に就任して以降、独立後、
2016 年 9 月150に死去するまでウズベキスタンを掌握してきたイスラム・カリモフ大統領
は、支持基盤としては地方閥のバランスの上に立っており151、盤石な基盤を有しているわ
けではなかった。就任当初は反体制派の主張を一部くみ取るような妥協も見せたものの、
                                                     
149 Государственный Комитет Республики Узбекистан по землыным ресурсам, 




明石書 店、2011 年、435 頁、及び、地域閥及びクラン政治については Kathreen 
Collins Clan politics and Regime in Central Asia を参照。また、Roger, D. Kangas 
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2001 年 9 月にアメリカ合衆国で発生した同時多発テロを発端とした、米軍を中心とし
た多国籍軍によるアフガニスタン攻撃の際には、ウズベキスタン国内に米軍が駐留するな
ど、「テロとの戦い」で欧米との協調が、一時期見られた161。しかし、2005 年に東部アン
                                                     
158 前掲書、351-353 頁。また、一方で、この世論調査からは、物事の解決手段として賄
賂を用いることを肯定する層が一定程度存在することも明らかとなっている。 
159 例えば、国境なき記者団が発表した 2017 年の報道の自由指数ランキングでは、ウズ
ベキスタンは 180 か国中 169 位となっており、（https://rsf.org/en/ranking/2017、最終閲
覧日：2017 年 7 月 24 日）、またフリーダムハウスは政治的権利、社会的自由度におい
て、ウズベキスタンは北朝鮮及びエリトリアとともに 2017 年のランキングにおいて世界
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の学生、及び 44385 人の高校、中等教育学校の生徒が綿花収穫に参加したことを、州の
綿花収穫の責任者が公の場で認めたという（Bilal, Bhat Cotton Cultivation and Child 
Labor in Post-Soviet Uzbekistan, (London: Lexington Books, 2015), 16）。 
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・2017 年 7 月 3 日、BBC ウズベク語放送が、ロシアとウズベキスタンが 12 年ぶりに合
同軍事演習を実施したと報道。 
・2017 年 7 月 28 日、ウズベキスタン検察当局が、カリモフ初代大統領の長女グリナラ
を脱税等の罪で拘束したと発表。 

























                                                     
171 例えば、2017 年 1 月 25 日の大統領令において、国内の空港や通りなどに初代大統領
の名前を冠することが決定された。 



















 シルダリア州はその全土がシルダリア下流 BUIS（Нижнесырдарьнское БУИС、灌漑
面積 59 万 4200 ヘクタール）の範囲内にあり、中央飢餓草原運河（Центрадьный 








                                                     
173 Dadabaev, Timur, and Ismailov, Murod and Yutaka Tsujinaka Social Capital 
Construction and Governance in Central Asia: Communitites and NGOs in post-
Soviet Uzbekistan, (NYC: Palgrave Macmilian, 2017), 32-33. 
174 そのほか、中央アジア各国の選挙不正の比較を通じた政治分析については、東島雅昌
「中央アジアの政治変動 権威主義体制と選挙の多様性」2013 年を参照。 
175 Государственный Комитет Республики Узбекистан по землыным ресурсам, 

































ha 385.1 288.6 255 20.9 16.1 292 271 18.3 15.2 
（％） 100 74.9 66.1 5.4 5.4 75.9 70.4 4.8 3.9 
 
図 10. シルダリア州における 2009 年 1 月時点での土地利用（面積は 1000 ヘクタール） 
                                                     
176 詳しくは Tommaso, Trevisani Land and Power in Khorezm: Farmers, 
Communities, and the State in Uzbekistan's Decollectivisation (2011)、Djanibekov, 
Nodir and Bobojonov, Ihtiyor and John P.A. Lamers “Farm Reform In Uzbekistan”, in 
Christpher Martius, Inna Rudenko, John P.A. Lamers, Paul L.G. Vlek Cotton, Water, 
Salts and Soums -Economic and Ecological Restructuring in Khorezm, Uzbekistan, 
(Netherlands: Springer, 2012)を参照。 
177 “Farm Reform In Uzbekistan”: 107-110 
178 Dukhovny, Victor and Madramootoo, Chandra Water and Food Secuurity in 





図 11. シルダリア州における農産物ごとの農地面積 
 
2-4-1. シルダリア州における農業開発の基本指標 
 シルダリア州では、州総生産（Gross Regional Products、GRP）のうち 61.5％を農業が
占めている。ちなみに、スルハンダリヨ州は 63.1％、ジザフ州は 60.7％、サマルカンド州
は 58.6％である。2008 年のシルダリア州における農業生産高は 3901 億スムであり、2007
年と比べると 106.5％となっている。 






 2009 年 9 月 1 日の時点で、33 の農場で野菜およびメロン栽培への特化が行われ、219
ヘクタールの灌漑地が割り振られている（農家当たり 6.6 ヘクタール）。また、790 の農家
が園芸農業と果樹栽培に特化し（790 ヘクタール、農家当たり 4.8 ヘクタール）、同じく
790 の農家が畜産に特化している（13517 ヘクタール、農家当たり 32.8 ヘクタール）。ま












JIRCAS の報告書は指摘している。2006 年から 2008 年にかけて、シルダリア州での原綿
生産量は、ヘクタールあたり 21.7－22 ツエントネル（2170－2200 キロ）であったという。
2008 年の収穫量は 2006 年と比べて 1.6％の減少となった。JIRCAS の報告書では、国が
定めた農作物の買い取り価格と、農業活動に必要な資材および機材の価格を計算すると、
少なくともヘクタール当たり 22.5 ツェントネル（2250 キロ）の収穫がなければ、農家に
とって利益は上がらないと指摘している。 
 2008 年の収穫時には、州全体の 54200 ヘクタールの綿花農地のうち、13100 ヘクター
ルの農地において、ヘクタール当たりの収量が 15 ツェントネルに満たず、14800 ヘクタ
ールの農地における収量が、20 から 15.1 ツェントネル、26300 ヘクタールの農地におけ
る収量が 25－20.1 ツェントネル、となっている。 
 2006 年から 2008 年にかけて、原綿の国定買取価格は、州の多くの地区で生産コストを
下回り赤字となった。例えばミルザアバッド地区では、2008 年に、原綿 1 トン当たりの価
格が 376000 スムであったのに対して、コストは 403000 スムであった。結果として、6.7％
のマイナスとなり、これは 2006 年と比べても 2.6％悪化している。また、アクアルティン








 原綿生産での主要な支出は肥料と燃料、機械サービスで占められており、例えば 2006 年
の場合だと、肥料に 27.1％（2008 年では 24.8％、調査時は 30.8％）、燃料が 22.1％（同
26.8％、18.3％）となっている180。 
 JIRCAS の調査報告書は次のように指摘している。 
                                                     





間、軽油は 8.3 倍に、ガソリンは 4.9 倍に、硝酸アンモニウムは 3.7 倍に、カリウム肥料
は 7.8 倍に、また、農機は 1.5－2.5 倍、などとなっている。 
そのような価格上昇は、2006 年に、付加価値税が、これまで農業部門に供給されてきた
燃料や肥料に課せられるようになってから起こるようになった。2005 年から 2006 年にか
けてのみですら、燃料の価格上昇は 2.7 倍に、肥料は 1.3 倍となった。 









る。例えば JIRCAS の報告書によると、シルダリア州の場合、2007 年、1 ヘクタールの野
菜農場から 5209 ドル（利益率、以下同 64.1％）の利益が得られ、2008 年には 8427 ドル
（59.9％）の利益が得られた。ジャガイモの場合、2007 年には 4836 ドル（38.8％）、2008
年には 7482ドル（21.6％）の利益が得られた。コメの場合、2007年には 2930ドル（76.7％）、
2008 年には 3508 ドル（76.7％）の利益が上がり、メロンやスイカなどのウリ科栽培の場
合は 2007 年に 4836 ドル（38.8％）、2008 年には 7482 ドル（21.6％）の利益が上がって
いるという。 
 ただ、これらの農作物について JIRCAS は「労働集約型」の作物であると指摘している。
例えば野菜・ウリ科の場合ヘクタール当たり 1.82 人、ジャガイモの場合 1.37 人、コメの
場合 0.68 人、となっている。また、必要とされる灌漑用水は、ヘクタール当たりでは、コ
メの場合 21300 立法メートル、野菜・ウリ科、ジャガイモの場合、11000 立方メートルで
ある181。 
                                                     




当たり 0.47 人、穀物栽培では 0.09 人、となる。しかし、収益面についてみると、綿花の
場合、2007 年にはヘクタール当たり 759 ドル（18.3％）、2008 年は 792 ドル（3.5％）で
























                                                     





 このような政策は、農家の行動にどのような影響をもたらしているのか？ JIRCAS が
シルダリア州において、土壌塩化が農家の財政状況にどのような影響をもたらしているか
調査を行った際のデータから、一つの事例を挙げることができる。JIRCAS がシルダリア










農家からの回答（シルダリア州において JIRCAS が実施した調査より）。 
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動に帯同した形で実施された現地調査に基づいたものが多かった（齋藤 2014a; Abdullaev 










は、小松久男他編『中央ユーラシアを知る事典』平凡社、2005 年、 592 頁に依拠した。 
188 International Water Management Institute タシケント支部の資料によると、2013
年までに、組合に関する 17 の援助プロジェクトが実施された（Akramova, I and 
Mukhamedova N and Yakubov M. Integrated Water Resource Management in 
Ferghana Valley: Lessons to Learn. Poster presentation at High-Level International 



















 本章の構成は以下のとおりである。まず、第 1 節では、水利組合の設置に至る過程を概
説していく。第 2 節および第 3 節では、これまで明確な可視化ないし図式化が行われてこ
なかった水利組合の役割と組織について、現地資料と援助ドナーの報告書等を利用して、
可能な限り詳説を試みた。第 4 節及び第 5 節では、第５節で述べられる、水利組合を取り



















記述が、ICWC の季報から見つけることができる。1993 年に発行された ICWC の季報第















協力の下に IWRM の導入が行われたことによるところが大きい192。 
                                                     
189 Managing Water in Central Asia, (London: The Royal Institute of International 
Affairs, 2000). 
190 Managing Water in Central Asia : 63-64. 
191 季報（ロシア語版）第 1 号 3-4 頁。 






技術協力（TACIS、 the European Technical Assistance to the Commonwealth of 
Independent States）が、ウズベキスタン政府の協力の下、農家の訓練と、水利組合の設
立へ向けてのプロジェクトを開始している（Kai “Water User Associations in Uzbekistan 
and Kyrgyzstan: Study on Conditions for Sustainable development,”:3-4; Kai 
Institutional Change in Water Management at Local and Provincial Level in 















                                                     
Implementation in Uzbekistan and Kazakhstan, (Zurich: LIT, 2014):99-100; 103-105. 
193 錦見浩司「農業改革 市場システム形成の実際」、206-207 頁。 
194 2005 年時点では、綿花は 100％、小麦は 50％が国の買い上げとなっていたが、果樹
と野菜については農家が自分で市場に流通させてもよいこととなっている（社団法人国際









1998 年から 2007 年にかけて大幅に増加したという197。 
ウズベキスタンで特に水利組合の設置が進んだのは、2000 年ごろから始まった、農業改
革の「第二段階」からであった。この段階では、フェルメルに対して農機のレンタルを行








                                                     
195 “Farm Reform In Uzbekistan” (2012): 98-104. 
196 なお、この理念はウズベキスタン政府のみならず、SIC-ICWC にも共有されていたと
思われる。2006 年 10 月 31 日から 11 月 1 日にかけてタシケントで開催されたセミナー
「キルギス、タジキスタン、ウズベキスタンにおける IWRM フェルガナでの試みの情報
交換について（Обмен опытом рабрты консльтативных служб Киргизии(RAS), 
Таджикистана(АППР-НАУ), Узбекистана BUIS и проекта ИУВР-Фергана）」にお
いては、同プロジェクトの第一の目的として、フェルメルに対する安定的な水配分が挙げ
られている。 
197 Djanibekov “Farm Reform In Uzbekistan” : 103. 
198 Farg’ona Vodiysida suv resurslarini integratsiyalashgan boshqarish loyihasi 2013, 
p31.また、フェルガナ盆地では、換金作物を栽培しようとする農民とフェルメルとの間で
















2001 年 1 月に発令された大臣会議令「フェルメルの圃場における水利組合の役割につ
いて」により、水利組合の法的位置づけが明確にされ、その後、フェルメルを構成員とす
る水利組合が徐々に設立された。ウズベキスタンでの最初の水利組合は、ホレズム州とカ
ラカルパクスタン自治共和国に、2002 年 1 月 5 日の閣僚会議第 5 決定に基づいて、かつ
てのシルカット202の領域に沿って設置された。2003 年に、農業水資源省は、それまでの行
政界（州）による灌漑管理体制を再編し、全国の灌漑システムを流域ごとに管理するため
BUIS を 10 か所設置した。また、かつて行政境界に沿って水資源管理が行われていたころ
は、地方の水資源管理支部は地方政府のホキムによって任命されていたのが、BUIS のト
ップは農業水資源省が任命するものとされた。この過程については、流域に沿った水資源
                                                     
199 http://iwrm.icwcaral.uz/results_4_en.htm（最終閲覧日：2017 年 8 月 2 日）。 
200 Wegerich “Informal Network Utilisation and Water Distribution in Two District in 
the Khorezm Province, Uzbekistan,”: 155. 
201 ibid: 171. 
202 ここでは、独立後のウズベキスタンで、脱集団化の過程で編成された、農民による共
同出資会社のこと。2000 年代に入り、フェルメルへの再編が進んだ。この過程について















にホレズムにおいて、パイロット水利組合が数多く設置され、2000 年から 2002 年に、4
                                                     
203 Andrea, Zinzani The Logics of Water Policies in Central Asia: The IWRM 
Implementation in Uzbekistan and Kazakhstan (2014): 118. 
204 JICA 資料より。 












アク・アルティン地域207の 37000 ヘクタールを対象とした、事業総額 7200 万ドルの”Ak 
Altin Agricultural Development Project (AAADP) ”を実施し、また、世界銀行は、5 つの
州の 162400 ヘクタールを対象地域とし、事業総額 4345 万ドルの”Rural Enterprise 




イス開発庁（SDC）が協働して実施した、IWRM フェルガナである。2001 年より SDC が








                                                     
206 Zavgorodnyaya (2006): 42. 
207 ジザフ州内に位置する。 
208 プロジェクトホームページ：http://iwrm.icwcaral.uz/index_en.htm（最終閲覧日：
















 そのような一連の取り組みが進む一方で、地域内の水管理を担う SIC-ICWC ではどのよ
うな議論が行われていたのだろうか？ 
 ICWC 季報第 10 号によると、1996 年 6 月 21-29 日にかけて、カザフスタンで開催され
た「水使用における料金体系へ向けた技術ワーキンググループ会合」において、水利組合
の導入が、水利用に対して料金を課す体制への移行の一環として、外国の専門家から提示
されている211。水の有料化（pricing）については、1998 年 2 月 21 日にトルクメニスタン
のアシガバードでの ICWC 会合で出されたプロトコルでも言及がある212。 
1997 年 5 月 19-23 日にかけてタシケントで開催されたワークショップ「効率的な水利
用の発展のための戦略」では、中央アジア地域の水資源管理に関する専門家 24 人に対し
                                                     
209 Dukhovny, and Schutter, Water in Central Asia -Past, Present, Future (2011): 326 
210 例えば、IWRM フェルガナの第 3 フェーズ（2005-2008 年）の段階で、同プロジェク
トが対象としている南フェルガナ運河沿いの水利用者組合のうち、水系に沿った形で編成
された水利用者組合が 12 であった一方、行政区分に沿って編成された水利用者組合は 64
であった（SIC-ICWC 2009、p171）。 
211 英語版、p24。 




























                                                     
213 第 15 号（英語版）、p49。 
214 ibid、p48. 




























は、Trevisani 2011 を参照。 
217 例えば、やや古いデータであるが、UNDP によると、2000 年のウズベキスタンでの
水利用のうち、84％が灌漑用水で占められていたという(Water: Critical Resource for 





























という221。また、BUIS とその下部組織である UIS は主水路および水利組合間の水路を運
                                                     
る。 
219 2014 年 10 月 6 日、タシケント市内の農業関係団体での聞き取りより。 
220 2014 年 10 月 6 日、タシケント市内の農業関係団体での聞き取りより。 







2010 年 11 月 10 日の農業水資源大臣通達、「水利組合の活動を活性化させるための対





















                                                     
























































が、組合編成の目的であるとされていた（Kai 2010、p 7）。 
 水利組合の組織構造を図式化すると、以下の通りとなる。 














































































Umurzaqov, Rizaev （2011、p25）によると、2009 年に水利組合が灌漑した農地の平
均は、アンディジャン州では 1835 ヘクタール、ジザフ州では 2445 ヘクタール、カシュカ
ダリヨ州では 2780 ヘクタール、シルダリヨ州では 2944 ヘクタール、サマルカンド州では
13020 ヘクタール、となっている。2002 年に最初の水利組合が設立されて以降、ウズベキ
                                                     
229 以上、「水利調整国家間委員会」（Interstates Commission for Water Coordination of 
Central Asia: ICWC、ロシア語：Межгосударственная Координационная 















2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 
カラカルパクスタン
自治共和国 
108 125 129 129 129 129 129 128 
アンディジャン州 30 121 186 186 185 185 109 109 
ブハラ州 79 121 147 149 149 149 118 124 
ジザフ州 85 86 87 99 110 110 115 115 
カシュカダリヨ州 137 166 170 171 181 181 139 145 
ナーヴァーイー州 43 51 57 57 58 58 57 57 
ナマンガン州 42 113 143 143 143 143 144 144 
サマルカンド州 13 33 32 36 29 29 35 35 
スルハンダリヨ州 63 114 153 156 156 156 153 153 
シルダリヨ州 79 85 84 85 104 104 104 105 
タシケント州 45 148 190 191 191 191 149 149 
フェルガナ州 77 130 162 162 164 164 119 123 
ホレズム州 93 114 114 112 112 112 115 114 
ウズベキスタン 
共和国全体 
894 1407 1654 1676 1711 1711 1486 1501 
  
                                                     
231 ウズベキスタン農業水資源省資料より（関係者から提供）。 



























                                                     
232  “A programme theory approach in measuring impacts of irrigation management 
transfer interventions: The case of Central Asia” (2014): 113. 
233 「中央アジア水セキュリティへの日本の関与 ―JICA「水管理改善プロジェクト」 
からの一考察」2014 年、52－53 頁。 

























                                                     
235 『マハッラの実像』321-322 頁。 
236 ロシア語では Совет ФермеровУзвекистана。州支部が 13、地区支部が 156、さら
にその下位に 1736 の共同体支部（совет на общественноой основе）があり、2016 年
時点で 76804 のフェルメルが加盟している。 
237 Farg’ona Vodiysida suv resurslarini integratsiyalashgan boshqarish loyihasi 2013: 
33. 














 水利組合の財政を支えるのは、水利用者から得られる灌漑サービス料金 IXB（Irrigatsiya 













①農地（農地 1 ヘクタールごとに支払う） 
                                                     
239 Farg’ona Vodiysida suv resurslarini integratsiyalashgan boshqarish loyihasi 2013: 
44. 




























                                                     








る。2007 年から 2008 年にかけて JIRCAS がシルダリヨ州の水利組合に対して行った調











 Rizaev （2013、p35）によると、2007 年の段階で、水利組合がサービスを行うために
は 175 億 8800 万スムが必要とされていたが、支払いがあったのは 113 億 6600 万スム、
65％にとどまったという。また 2010 年にはそれぞれ 302 億 1800 万スム・190 億 6500 万
スム（63％）、2012 年 10 月の段階では、321 億 2300 万スム・213 億 4600 万スム（66.4％）、
となっている。また、Umurzaqov, Rizaev （2011、p25）によると、2009 年、共和国全体
では 66.6％、ジザフ州では 18％、カシカダリヨ州では 56％、シルダリヨ州では 59％、ア






                                                     






から 5 年後の 2007 年の段階から現在に至るまで、水利組合の財政状況に大きな改善は見
られない。加えて、フェルメルの経営状況が悪いために支払いを拒むフェルメルも多い。
このような状況に対して、Tosheva （2011、p31）は、「水利組合への IXB 不払いが常態
化しているフェルメルに対して、共通の話し合いの場を設け、必要な場合には契約を停止



















                                                     
244 この過程については、Trevisani (2011): 127-131 を参照。また、社団法人国際農林業
協力・交流協会が調査したフェルガナ州の組合の組合長は、シルカットがフェルメルに再
編される過程で、農業機械を維持管理するために編成された組織、「代替農業機械センタ
ー」の議長が兼任していたという（社団法人国際農林業協力・交流協会 2005、34 頁）。 





























                                                     
246 例えば筆者が現地調査を実施したシルダリア州の水利用者組合では、周辺住民から水
利用者組合は「ソフホーズ」と呼称されていた。 




















1980 323049 188822 0 39925 22487 53190 18625 5.77% 
1990 354151 140698 0 52821 37744 68911 53977 15.24% 
2000 357736 126384 90793 9977 33435 147953 39987 11.18% 
2010 361978 103600 111700 3718 47628 144718 62314 17.21% 
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250 “Irrigatsiya-melioratsiya xizmatlari samaradorligini oshirishning texnik-moliyaviy 
ta'minotini rivojlantirish” (2012): 40. 
251 “Water User Associations in Uzbekistan and Kyrgyzstan: Study on Conditions for 
Sustainable development,” (2000): 5. 



















SDC が出資し、SIC-ICWC と IWMI が実施しているプロジェクト、IWRM フェルガナ





                                                     
253 ICWC 英語版季報第 38 号より（2004: 34）。 
254 Handing over the sunset 2010: 6. 
255 Wegerich “Water User Associations in Uzbekistan and Kyrgyzstan”: 4. 












































































図 18. 「既存システムの問題点と IWRM の原則を導入した際にもたらされる成果」257 
 
                                                     










図 20. IWRM フェルガナにおける水資源管理の垂直構造とそれぞれのレベルのアクター 
 
                                                     















組合のスタッフから、BUIS や UIS のスタッフに対する研修のようなトレ.ーナーに対す
るトレーニングも行われており、相互の情報交換も推進されている。2002 年には水利組合











                                                     
259 ibid: 25 
260 ibid: 28 
261 Dukhovny, V. A., Schutter, Joop L.G. Water in Central Asia -Past, Present, Future, 
(Leiden: Taylor&Francis, 2011): 328. 
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レット「社会動員、組織構築の過程における手法と戦略（Подход и Стратегия процесса 


























                                                     
262 SIC-ICWC 2009: 153. 














 JICA は、2009 年から 2013 年にかけての 4 年間、ウズベキスタン農業水資源省、BUIS、
UIS および水利組合をカウンターパートとした技術協力プロジェクト、「水資源管理改善
プロジェクト」（日本側協力機関：農林水産省、協力金額：3 億円）を実施した。このプロ





4 名、短期で 6 名（いずれも延べ数）の専門家派遣を行い、また、日本に 6 名の研修員受
け入れを行った。プロジェクト実施期間中、BUIS および UIS の職員 7 名が講習を受講し
たほか、水利組合向けの研修も 150 回実施され、水利組合職員述べ 465 名が受講した。配
水計画に関する研修が 143 回、水利組合職員述べ 393 名が受講、灌漑・排水施設の維持管




排水施設の維持管理に関する研修は、6 か所のうち 5 か所のパイロット水利組合で合計 27


























                                                     
264 これは、水路の改修工事の後、一部の水路でフリュームを交換する必要性が生じ、日




265 以上、独立行政法人国際協力機構（JICA）農村部 2012 より。 
 128 
 
パイロット組合/水路維持管理計画 計画 実施 一部実施 未実施 
Qarasha 4 3 1 0 
Dustlik 8 0 2 6 
Pastki Buloq 10 6 4 0 
Jambul Ota 1 0 1 0 
Guliston 4 0 0 4 
Samarkand Quduq 0 - - - 
 
パイロット組合/各年の IXB 徴収率 2009 2010 2011 2012 
Qarasha 26 52 51 78 
Dustlik 13 9 12 15 
Pastki Buloq 17 0 26 46 
Jambul Ota 14 21 57 35 
Guliston 5 6 11 31 
Samarkand Quduq 34 0 16 23 
 







 筆者は同プロジェクトスタッフの協力の下、2013 年に 3 回にわたってこの意見聴取会
に同席するとともに、同席できなかった意見聴取会についても、参加者から集められた意
見票の写しを収集することができた266。この意見聴取会では農民から、「節水をしなけれ
                                                     
















































Abdullaev et al. （2009、p1035）は、中央アジアにおいて、水利組合は新しい組織で
あり、農民にとっては「これまでとは違う組織」として受け止められている、と指摘して







                                                     
267 例えば、下の表が示すように、ウズベキスタンが干ばつに見舞われた 2000 年および
2001 年、ウズベキスタン国内の農産物の収穫量は、その前後の収穫量の伸びと比較して
低い数字にとどまっており、相関関係を示している。 





















（O'zbekiston Respublikasi Davlat statistika qo'mitasi (2009): 251, (2013): 27 より筆
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273 これについては Weinthal, Erika State Making and Environmental Cooperation: 
Linking Domestic aand International Politics in Central Asia (2002)を参照。 
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278 「中央アジア地域における水管理政策と諸国間関係 －現状、課題と展望―」2008 年 
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（”Syrdarya” Water Administration）」が 1987 年に発足し、ウズベキスタン、タジキス
タン、南カザフスタンにおける水の偏在を軽減することが試みられた。しかし、この取
り組みは、連邦構成共和国の管理下にある機関については水管理当局の権限が及ばない













して、アラル海国際評議会（ICAS）も 1993 年 3 月に設立された289。アムダリア及びシ
ルダリアの BVO は、ICWC の執行機関として位置づけられ290、アムダリア、シルダリ
                                                     
287 Khamraev R. Shavkat “The Role of Land Reclamation in the Socio-Economic 
Progress in Uzbekistan and Government Support Policies of Water Management” 
(2008): 85-86. 
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289 Dukhovny Water in Central Asia (2011):218. 
290 “The Role of Land Reclamation in the Socio-Economic Progress in Uzbekistan and 





 この ICWC に関係する研究者らによって、中央アジアにおける水資源の状況が、次第に
明らかになっていた。たとえば農繁期に各国がどれほどの取水量を確保できるかについて、
アムダリア BVO291の、フダイベルガノフ（カザフスタン）長官の研究によると、平年通り
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 ICWC が、中央アジア 5 か国に期待していたのは、合意の順守や、ICWC の権限の尊重
など、流域各国の間での法的枠組みの構築であった。かつて旧ソ連の枠組みの中で統一さ
れていたころのような規範的枠組みや、側面流域国の自発的協力、それらによる持続的な
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2009 年 4 月 28 日、カザフスタン共和国アルマトゥイ市において、中央アジア 5 カ国の
大統領による、アラル海救済基金設立国による会合が開催された。2009 年 8 月に公開さ
れた、ICWC の季報第 52 号には、その際に出された共同声明とともに、各国の声明が掲
載されている。 


































た時期に筆者がダウンロードできた、2004 年 2 月公開の第 36 号から、2010 年 12 月




                                                     






4-4-1. 科学的議論への指向：2004－2008 年 
2004 年 2 月に公開された、ICWC 季報第 36 号において、「ラウンドテーブル 水―エネ































米関係は現代と比較して良好であった。2004 年 11 月に発行された ICWC 季報第 39 号
においては、ウズベキスタン政府主催の、NGO による国際会議「川はみんなのために、
みんなは川のために（Река для всех все для реки）」が取り上げられている。2004 年








翌 2005 年 4 月の ICWC 季報第 40 号においては、ロシア、ウズベキスタン、カザフ
スタン、タジキスタン、キルギスなど、中央アジア協力機構（CACO322）参加国による
                                                     
320 Christine, Bichsel Conflict transformation in Central Asia: irrigation disputes in 
the Ferghana Valley”, 2009; ジェリボイ・エルタザロフ(著)，藤家洋昭(監訳)『ソヴィエ
ト後の中央アジア―文化，歴史，言語の諸問題』2010 年を参照。 



















も、この議論に継続して参加していることがわかる。また、ICWC 季報第 43 号（2006
年 7 月）掲載の、「2005－2006 年の農閑期における取水制限の順守の向上および 2006
年の農繁期における取水制限の適用について」323という文書では、トクトクルダムにお









ついて言えば、上流国はおおむね ICWC が設定した取水量限界の 100％を超えることはな
く、場合によっては 50％台にとどまっていることである。たとえば 2006－2007 年にかけ
ての農閑期におけるタジキスタンの取水量は、ICWC の規定量の 63.4％である一方、ウズ
ベキスタンは 103.4％である324。 
ICWC 季報第 45 号（2007 年 10 月公開）では、同時に、エネルギー当局者間の対話に
                                                     
323 2006 年 3 月 30－31 日にトルクメニスタンのアシュガバード市において開催された第
44 回 ICWC 会合の資料に基づく、と資料にある。 

























































































































































































催された、「High-Level Symposium on 
SDG (Sustainable Development Goals) 6 
and Targets: Ensuring that No one is 
























































































                                                     
327 2017 年、265 頁。 





























                                                     
329 北村浩二「中央アジアの農民水利組織の役割と課題」2006 年, Institutional Change in 
Water Management at Local and Provincial Level in Uzbekistan (2005). 



















合計 2013 年時点で実行中 
アジア開発銀行（ADB） 5 2 
米州開発銀行（IDB）・国際開発 OPEC 基金 1 1 
JICA 1 1 
SDC 2 0 
TACIS・ヨーロッパ連合（EU） 1 0 
USAID 2 0 
WB 5 2 




332 Yakubov, Murat. “A programme theory approach in measuring impacts of 
irrigation management transfer interventions: The case of Central Asia” (2014), 113. 
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合計 17 6 
 
図 24. ウズベキスタンの水利組合に対して実施されていた海外援助ドナーのプロジェク











































                                                     






た Glukhikh, R., Schwartz M. and Lerman Z. Turkmenistan’s New Private Farmers: 
The Effect of Human Capital on Performance, Discussion paper for CESS 6th annual 
conference (2006). などの成果を見ることができる。 
334 湯浅剛『現代中央アジアの国際政治 ―ロシア・米欧・中国の介入と新独立国の自






















                                                     
し、「ウズベキスタンの問題は、ウズベク国民とその指導者によって解決されるべき」と
して、アメリカの民主化要求を拒否している（稲垣文昭「アメリカの対ウズベキスタン政
策 ――新生国家ウズベキスタンの国家主権とアメリカの派遣」2004 年、29 頁）。また、
冷戦終結後の 1990 年代、IMF などの国際機関は、旧ソ連や東欧の旧社会主義諸国を支援
する際、「民主化」「市場経済化」「国営部門の民営化」をセットにしたいわゆるワシント
ンコンセンサスを掲げていたが、ウズベキスタンは経済における政府の関与を大幅に残し
続けた（詳しくは David, M. Kotz The “Uzbek Growth Puzzle” and the Washington 
Consensus, presentation paper for Allied Social Science Associations Convention, 2004
を参照）。 
335 香川敏幸「体制の収斂か？―私の比較体制論講義―」2013 年、6-8 頁。 
336 Roger, D. Kangas “Uzbekistan: Amir Timur revisited” (2002): 141. 

























                                                     
338 小川裕子『国際開発協力の政治過程 国際規範の制度化とアメリカ対外援助政策の変
容』2011 年、40-42 頁。 
339 Alderson, K.  “Making Sense of State Socialization.” (2001). 
340また、国家の社会化については、Jeffrey, T., C. “International Institutions and 



























                                                     
342 日本の対中央アジア外交の軸である「中央アジアプラス日本」に類似した枠組みを構
築し、ソウルに常設事務局を設置している。 
343 Olcott. M. B. Central Asia’s Second Chance. Carnegie Endowment for 
International Peace (2005); 湯浅剛『現代中央アジアの国際政治 ―ロシア・米欧・中国
の介入と新独立国の自立』2015 年、他。 











本章で取り上げる海外ドナーは、スイス開発庁（以下、SDC:Swiss Agency for 
Development and Cooperation）、世界銀行（以下、WB）、及び JICA である。これらの海




5-3-1.  SDC ：「社会動員」を通じた民主化支援？ 
SDC は SIC-ICWC と協力し、早くからウズベキスタンにおける水利組合の設置に関わ
ってきた。スイスと SDC が協力組織として選ばれた理由としては、現地の SIC-ICWC 職
員から聞かれた声からは、「スイスの中立的な外交政策がウズベキスタン政府としては好







                                                     
345 帯谷知可「マハッラのくらし ムスリムの日常と近所づきあい」宇山智彦編著『中央
アジアを知るための 60 章』明石書店、2003 年、162 頁。 



















の効率性を試し、それをフェルガナ盆地における水資源管理に導入する350 、 ２） 水資源
                                                     





349 Yakubov, Murat. “A programme theory approach in measuring impacts of 
irrigation management transfer interventions: The case of Central Asia” (2014). 




























                                                     
351 http://iwrm.ic 水利用者組合 ral.uz/aims_pr_en.htm 
同プロジェクトは、女性の水資源管理への参加を通じたジェンダー課題への取り組みも射













とがわかる 354。SDC のレポート「Report  on Effectiveness: Swiss Development 








 The politics of Water: A survey によると、水資源管理をめぐる議論の中で、WB は次
                                                     
the Ferghana Valley, (2009). 
354 プロジェクトについては、以下のリンクを参照。動画については、「Rural Water 




月 17 日） 
355 p6.また、同報告書によると、SDC が実施した二国間（bilateral）の水資源管理に関
する 10 のプロジェクトのうち、フェルガナ盆地で実施したプロジェクトのみが、「水へ
のアクセス」「貧困削減」などの 6 つの評価項目すべてで、5 段階のうちもっとも高い評
価を受けている（p22、評価基準は Global Development Institute: GDI による） 
https://www.eda.admin.ch/content/dam/deza/en/documents/publikationen/Wirkungsbe
















 ウズベキスタンにおける水利組合に対する WB のプロジェクトでは、“Rural Enterprise 
Support Project” (RESP)がこの WB の方針を反映しているといえる。RESP はウズベキ
スタン国内の 5 つの州、162400 ヘクタールを対象として実施されており、現在フェーズ
2 に移行している359 。RESP は、「民営化と農家の再建、アグリビジネスの活動の組織化
を通じて、農業の収益と持続性を向上させる」ことを目的としている360 。具体的には、１）
農業部門の生産性及び収益性の向上、２）民間部門からのアイディアの出現への支援、３）




                                                     
356 PPP については、Wegerich, Kai and Jeroen, Warner The Politics of Water: A 
survey, NYC:Routledge, (2010), 282-283 を参照。 
357 ibid: 317-318. 
358 英語版: 44-47. 
359 北村浩二「中央アジアの農民水利組織の役割と課題」2006 年、62 頁。 






















5-4. JICA 「水管理改善プロジェクト」の弱点と、日本の国際協力における課題 
 以上を踏まえ、最後に JICA のプロジェクトを規範という点から評価して小結とする。 
本論文で触れた JICA の「水資源管理改善プロジェクト」からは、SDC や WB のプロジ
ェクトからにじみ出るような確たる規範はあまり見られない。むしろ規範を押し付けない
                                                     
361 RESP については以下のサイトを参照： 
 http://www.worldbank.org/projects/P046043/rural-enterprise-support-project?lang=en 
362 WB タシケント支部での聞き取り調査から（2015 年 6 月 29 日）。 
363 IWRM フェルガナの資料によると、パイロット水利用者組合のスタッフの 61％は 85
米ドル程度だという。  
364 WB 資料より。 
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371 齋藤竜太「中央アジア現地事情 タジキスタン国際水会議参加報告」2014 年。 
























































JICA は、2009 年3 ～ 4 月に詳細計画策定調査を実施し、09 年8 月にRD（Record 
of Discussion、討議議事録）に署名、2009 年11 月から2013 年5 月までの3年半の計画
でプロジェクトを開始したが、その後2013年12月まで延長された。本プロジェクトは、3 
名の長期専門家377を派遣し、3 州のBUIS とUIS 職員や対象6 パイロット水利組合の職
                                                     















いて意見を出し合う意見聴取会が、2013 年 3 月 12 日、タシケント州、ユーコリ・チェル
チンスキー地区（rayon）にある、水利組合「Jambul Ota」本部で行われた。この地区は、
タシケント市中心部から車で 1 時間程度の場所に位置しており、人口は 2243 人（うち男







水利組合スタッフ一人が参加。プロジェクト側からは、JICA から日本人スタッフ 2 人に
加え、ウズベキスタン農業水資源省から 2 人の役人が、英語からウズベク語への通訳を兼
ねて立ち会い、JICA スタッフの説明をウズベク語で農民に説明し、また、農民の意見を英
語で JICA スタッフに説明した。 
                                                     













































 Jambul Ota 水利組合でのワークショップで収集された意見には、以下のようなものが
あった。 
  















































                                                     
380 何を指しているかは不明。 












（2013 年 3 月撮影）。 
写真 5：タシケント州での WS の様子 
（2013 年 3 月撮影）。 
写真 6：タシケント州での WS の様子 
（2013 年 3 月撮影）。 




 水利組合「Do’stlik」での意見聴取会は、2013 年 9 月 6 日に、中等学校で行われた。収
集された農民らからの意見は以下のとおりである。 
 

























































写真 8：シルダリア州での WS の会場 
写真 9：シルダリア州での WS。 
写真 10： WS の趣旨説明。 
写真 11： WS で意見を書き出していく農民たち。 
写真 13：WS で 出された意見を基にさらに
議論を深める。 
















































































































































































写真 15： ジザフ州での WS。 
写真 16： 「水利組合の問題点」についての農民から
の意見。 
写真 17、18： WS で書き出された意見を読み込む参加農民。 








タシケント州の水利組合「Qarasha」で 2013 年 7 月 9 日に行われたワークショップの
資料からは、以下のようなデータが得られた。 
 


















































































































































































                                                     
382 Peter, H., Gleick “Water and Conflict: Fresh Water Resource” (1993). 


























                                                     
384 片山博文「環境問題：「負の遺産」と市場経済化のはざまで」2004 年、246 頁。 
385 たとえばキルギスやタジキスタンは現在では、自国領内にある水資源については自国
の「資産」として考える風潮にあり、キルギスでは自国の水資源について、市場原理に基
づいて交換されるべきであると主張している（Sehring Jenniver The Politics of Water 
Institutional Reform in Neopatrimonial States – A Comparative Analysis of 
























































7-2. SIC-ICWC における事前の聞き取り調査 





























スペイン製のものが好ましいが、値段はウズベキスタン製の 3 倍（メートル当たり 3000
スム）するという。また、水をくみ上げる際には土砂を除くためのフィルターが必要であ
るが、その多くは灌漑農業の技術が進んだイスラエルの製品であった。全般として新しい
































を設置するか？(Suvdan Foydalanuvchilar Uyushmasi qanday tashqil qilinadi?)」、「水
利組合の組織的、財政的安定化へ向けた、地域住民組織との協働へ向けてのガイドブック
(SIU tashkiliy va moliyabiy salohiyatini mustahkamlash maqsadida mahalliy o’zini-















7-3-2. パイロット 水利組合 “B 組合” 



















写真 19：A 組合のオフィス。 
写真 20：A 組合オフィスにある PC。 

















7-3-3.  パイロット水利組合 “C 組合” 
 3 つ目の水利組合は、フェルガナ州の西部、キルギスとの国境に近いリシタン地区








写真 23：C 組合の資料スペース。 
写真 24：C 組合のオフィスにある資料。 
写真 25：「水を効率よくかつ経済的に利用するための試み」。C 組合にて。 
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グ資料 (Suv iste’molchilari uyushmasini tuzish va rivojlantirish bo’yicha trening 
materiallari)」や、「水利組合の設置と活動における権利に関する諸問題についての手引書
(Suv iste’molchilari uyushmasini tuzish va faoliyat yuritishining huquqiy masalalari 
bo’yicha qo’llama)」などが置かれていた。これに加え、農業水資源省とアジア開発銀行が
共同で作成した、「児童労働、強制労働、及びジェンダー問題について(Bolalar mehnati, 
majburiy mehnat va gender masalalari)387」といった資料もあった。これは、水利組合が
政府の政策のプロパガンダを発信したり、あるいは海外の援助機関による価値観が浸透・
普及したりする、規範の拠点としての役割も果たしていることを示唆している。 







た D 組合は、シルダリア州の州都グリスタン市からバスで 40 分ほどのところにオフィス
を構えている。調査当時、JICA のプロジェクトが終了してから 2 年が経過していたが、
当時 JICA が農業水資源省と協力して作成した、灌漑水路の維持管理の方法などの手引き
が、ポスターでオフィスの壁一面に張り付けられていた。 
 筆者はこの D 組合において、2016 年の春から秋にかけて、複数回訪問し、参与観察と
聞き取り調査を実施した。この D 組合は JICA がプロジェクトを実施した以外には、過
                                                     
387 ウズベキスタンではロシアなどへ出稼ぎに行く男性が多く、農村部における女性の役
割を重要視するべきという指摘がある（Akramova, I and Mukhamedova N and 







7-4-1. 水利組合“D 組合”における聞き取り調査 
 D 組合の 2014 年の収支報告によると、この組合の収入 7071 万 7 千スムのうち、2428
万 4 千スムが借金で賄われており、3659 万 2 千スムが灌漑料金の支払いで補われている
に過ぎない。同年の支出は収入と同じく 7071 万 7 千スムであるが、そのうち 2826 万 3
千スムは前年の借金の返済に充てられており、スタッフへの給料 1944 万スムを上回って
いる。ただし、前年の 2013 年の収支報告を見ると、収入 8311 万 6 千スムのうち、灌漑
料金収入 3352 万５千スムに加え、3030 万 7 千スムの、掘削機による作業から得られる
収入が得られている。この年の支出、8311 万 6 千スムのうち、借金の返済は 200 万スム
にとどまっている。さらに、2012 年に至っては、収入 6659 万 2 千スムのうち、料金収








































写真 30：D 組合の掘削機。浚渫に使う。 































































て存在感が強いとはいえない。これは、第 6 章の WS から得られたデータからも推察され
ることである。これが、水利組合が抱える経済的、技術的な問題に起因していることは、
                                                     





























































































































































                                                     
391 河野勝「ガヴァナンス概念再考」2006 年、2 頁。 
392 「ガヴァナンス概念再考」15 頁。 





























                                                     
394 「ガヴァナンス概念再考」14 頁。 
395 小川裕子「内面化という虚構 ―国際規範の法制化と実効性―」2017 年、及び『国際




























                                                     
396 Zavgorodnyaya, DaryaWater Users Association in the Republic of Uzbekistan: 
































































































































Interstates Commission for Water Coordination of Central Asia: ICWC 
(Межгосударственная Координационная Водохозяйственная Комисия 
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Asia Report, No 233. 
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日時 場所 インフォーマント、訪問機関 
2008 年 7 月 ウズベキスタン・ヌクス市 国立病院スタッフ 
同上 同上 アラル海救済基金ヌクス支部 
2010 年 8 月 ウズベキスタン・リシタン市 農民 
2010 年 10 月 イラン・テヘラン市 JICA テヘラン事務所スタッフ 
2010 年 11 月 ウズベキスタン・タシケント市 JICA タシケント事務所スタッフ 
2013 年 2 月 同上 同上 
2013 年 3 月 ウズベキスタン・タシケント州 水消費者組合スタッフ、農民 
2013 年 8 月 タジキスタン・ドゥシャンベ市 IWMI スタッフ（於国際会議「水
協力国際ハイレベル会議」） 
2013 年 8 月 ウズベキスタン・タシケント市 JICA タシケント事務所スタッフ 
2013 年 9 月 ウズベキスタン・シルダリア州 水消費者組合スタッフ、農民 
同上 ウズベキスタン。ナヴォイ州 水消費者組合スタッフ、農民 
2014 年 3 月 キルギス・ビシュケク市 中央アジアアメリカン大学「天山
プロジェクト」スタッフ 
2014 年 8 月 山形県長井市 野川土地改良区及び長井市内伊
佐沢地区農家 
2014 年 11 月 ウズベキスタン・タシケント市 UNDP タシケント支部スタッフ 
2015 年 2 月 ウズベキスタン・タシケント市 ウズベキスタン農民評議会タシ
ケント本部にて JIRCAS スタッ
フ 
2015 年 7 月 ウズベキスタン・ヌクス市 SIC-ICWC ヌクス支部 
同上 ウズベキスタン・タシケント市 SIC-ICWC スタッフ 
2015 年 10 月 ウズベキスタン・タシケント市 世界銀行タシケント支部スタッ
フ 







2016 年 3~9 月 ウズベキスタン・シルダリア州 水消費者組合、農民 






2016 年 9 月 ウズベキスタン・タシケント市 SIC-ICWC スタッフ 
2017 年 2 月 ウズベキスタン・タシケント市 SIC-ICWC スタッフ 
2017 年 2~3 月 ウズベキスタン・フェルガナ州 水消費者組合、農民 





































































の国際会議参加を含めた現地調査は、2013 年 8 月から 9 月にかけて実施された。 
 博士課程進学後、一般財団法人関彰育英会から給付奨学金（株式会社関彰商事 CSR 事
業）をいただいたことは、経済的な支えという意味のみならず、研究を社会に認めてもら
った、また、研究を続けてもいいと社会に後押ししてもらったという点で、大きな励みと
なった。また、2014 年 8 月からの 2 年間にわたる、ウズベキスタンでの在外研究におい
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